
え
、
ア
ク
セ
ル
を
思
い
切
り
踏
む
べ
き

と
こ
ろ
と
緩
め
る
と
こ
ろ
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
教
育
活
動
の
精

選
に
着
手
し
ま
し
た
（
図
１
）」

　
改
革
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
＊
）
だ
。
21
年
度

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
中
で
も
、
特
に

思
考
力
と
主
体
性
の
育
成
を
重
視
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
具
現
化
の
軸
と

し
て
力
を
入
れ
よ
う
と
掲
げ
た
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
を
、
教
師
た
ち
が

負
担
に
感
じ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た

と
、21
年
度
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
進
路
指
導

主
事
の
杉
山
由ゆ

紀き

先
生
は
明
か
す
。

　「
３
年
前
に
本
校
に
赴
任
し
た
時
、

　
２
０
２
１
年
度
か
ら
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
自
校
の
特
色
化
・
魅

力
化
の
中
核
に
据
え
た
学
校
改
革
に
取

り
組
む
、
静
岡
県
立
富
士
東
高
校
。
急

速
に
変
化
す
る
予
測
不
可
能
な
社
会
に

対
応
し
、
自
ら
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
生

徒
に
育
み
た
い
と
い
う
同
校
の
教
師
た

ち
の
思
い
は
、
改
革
を
推
進
す
る
原
動

力
と
し
て
は
十
分
だ
っ
た
。
一
方
で
現

場
は
、
学
級
減
に
伴
う
教
員
定
数
減
と

い
う
切
実
な
問
題
も
抱
え
て
い
た
と
、

清
水
俊
幸
校
長
は
振
り
返
る
。

　「
だ
か
ら
こ
そ
、
本
校
が
果
た
す
べ

き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
見
据

＊　グランドデザインは、ウェブサイト 『VIEW next ONLINE』（https://view-next.benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW 
next』→高校向けバックナンバー」でご覧ください。

富士東高校における教育活動の精選の流れ図1

※学校資料を基に編集部で作成。

今、学校現場は、育成を目指す資質・能力を踏まえた、各教科や分掌、学年等の連携による教育課
程の編成・実施・改善の営みとして、「カリキュラム・マネジメント（以下、カリマネ）」に取り組
んでいる。カリマネの推進によって、生徒の学びや教師の指導はそれまでと大きく変わっていくが、
そうした変化と同時に、教師が一層生き生きと働くようになることで、次代の学校に欠かせない「持
続可能性」も高まっていくことが期待できる。

　 A N O T H E R  A P P R O A C H

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
軸
に
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
具
現
化

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
焦
点
化
し
、

教
育
活
動
の
精
選
と
教
育
力
の
向
上
を
推
進

静
岡
県
立
富
士
東
高
校

静
岡
県
立
富
士
東
高
校
で
は
、
生
徒
が
予
測
不
可
能
な
社
会
に
対
応
し
、
自
ら
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
軸
に
し
た
教
育
活
動
の
精
選
や
改
善
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
同
校
は
、生
徒
に
時
間
を
返
し
な
が
ら
、

教
師
一
人
ひ
と
り
が
「
教
職
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
」、
新
し
い
学
校
へ
と
変
貌
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。

カリキュラム・マネジメントを通してつくられる
持続可能な学校

2021年度2022年度

４月４月 ３月 ８月２月まで
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
焦
点
化

と
21
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策

定各
教
育
活
動
を
資
質
・
能
力
の
育
成
の

観
点
で
見
直
し
、
精
選
（
11
月
ま
で
）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
さ
ら
な

る
焦
点
化
と
22
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
策
定

生
徒
会
主
体
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
点
検

◎
決
定
し
た
22
年
度
か
ら
の

　変
更
点
（
抜
粋
）

•

入
学
式
前
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

•

始
業
時
間
の
５
分
前
倒
し
と
朝
読
書

の
廃
止
（
読
書
面
接
週
間
を
設
定
）

•

テ
ス
ト
の
実
施
の
厳
選
（
学
期

途
中
の
実
力
テ
ス
ト
の
廃
止
）

•

課
題
の
精
選
（
量
重
視
か
ら
質

重
視
へ
の
転
換
）

•

１
・
２
年
生
の
土
曜
補
講
廃
止

（
よ
り
一
層
の
授
業
の
充
実
）
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け
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
」

　
21
年
度
に
入
る
と
、
杉
山
先
生
を
始

め
と
す
る
６
人
の
教
師
は
、
持
続
可
能

な
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
、
積
極
的
に
他
校
視
察

を
行
っ
た
。
視
察
報
告
を
聞
い
た
多
く

の
教
師
か
ら
、「
生
徒
に
時
間
を
返
す

こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
た
と
、伊
藤
直
美
副
校
長
は
語
る
。

　「
生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

思
考
を
巡
ら
す
探
究
学
習
を
、
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
教
師
も
楽
し
ん
で
い
る
事

例
を
杉
山
先
生
た
ち
か
ら
聞
く
中
で
、

『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
に
生
徒
が

の
め
り
込
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
、
も
っ
と
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
課
題
や
補
講
、
校

内
テ
ス
ト
の
精
選
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。
生
徒
に
時
間
を
返
し
て
も
、
教
材

研
究
を
深
め
、授
業
改
善
を
進
め
れ
ば
、

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
は
達
成
で
き

る
こ
と
も
、
他
校
視
察
の
成
果
を
聞
く

中
で
、
先
生
方
は
確
信
し
て
い
っ
た
よ

先
生
方
も
生
徒
も
疲
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
先
生
方
は
、『
生
徒
の

た
め
に
』
と
一
生
懸
命
な
の
で
す
が
、

課
題
や
補
講
、
校
内
テ
ス
ト
が
多
く
、

カ
リ
マ
ネ
の
軸
と
な
る
は
ず
の
『
総
合

的
な
探
究
の
時
間
』
に
十
分
に
手
を
か

う
に
思
い
ま
す
」

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
臨
時
休
業
の

経
験
を
通
じ
て
、
学
力
向
上
の
鍵
を
握

る
の
は
、
授
業
の
コ
マ
数
で
は
な
く
、

授
業
を
通
じ
て
育
成
を
目
指
す
生
徒
の

姿
の
明
確
化
と
、
適
切
な
授
業
設
計
で

あ
る
と
、
同
校
の
教
師
た
ち
は
理
解
し

て
い
た
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
軸
に

し
た
特
色
化
・
魅
力
化
の
ア
ク
セ
ル
を

強
く
踏
む
た
め
、
教
育
活
動
の
精
選
に

全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
。

　「
21
年
度
８
月
、
す
べ
て
の
教
育
活

動
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で

掲
げ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
寄
与
す

る
活
動
か
ど
う
か
、
全
教
師
で
点
検
を

行
い
ま
し
た
（
Ｐ
．14
図
２
）。
設
定
し

た
基
準
点
に
満
た
な
い
も
の
を
洗
い
出

し
、
９
月
以
降
は
廃
止
や
縮
小
、
ま
た

は
大
幅
改
善
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
」（
伊
藤
副
校
長
）

　
そ
う
し
て
、
22
年
度
か
ら
の
１・
２

年
生
の
土
曜
補
講
と
学
期
途
中
の
実
力

テ
ス
ト
の
廃
止
、
そ
し
て
、
課
題
の
精

教
務
課
（
授
業
研
究
推
進
リ
ー

ダ
ー
）、
２
学
年
担
任

渡
邉
　
潤　

わ
た
な
べ
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事
、
２
学
年
副
担
任

杉
山
由
紀　

す
ぎ
や
ま
・
ゆ
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
3
年
目
。
国
語
科
。

副
校
長

伊
藤
直
美　

い
と
う
・
な
お
み

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
2
年
目
。

校
長清水

俊
幸　

し
み
ず
・
と
し
ゆ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

富士東高校のカリマネが
安心・安全な場づくりに結びついたポイント

育成を目指す
資質・能力を焦点化する

21 年度のグランドデザインの策定にあたって、育成を目指す資質・
能力を焦点化。特に、思考力と主体性の育成に重点を置き、「総合
的な探究の時間」を軸に、授業や学校行事の充実を図ることにした。

1

生徒と教師の現状に
合わせた手立てを講ずる

補講や定期考査以外のテストへの対応に、生徒、教師が追われて
しまい、教育活動の軸となるべき「総合的な探究の時間」を負担
に感じる状況になっていた。すべての教育活動を資質・能力の育
成の観点で見直し、精選を進めた。

2

学び続ける教師を支援する
仕組みをつくる

カリマネの推進においては、教師自身が学び続け、教育活動の改
善を継続していくことが欠かせない。「総合的な探究の時間」の進
捗状況、個々の授業改善、そして、先進校の指導事例などについ
て共有する教師向けの学校便りの発行や、教職員用談話スペース
の確保を行った。

3

※学校資料を基に編集部で作成。

設
立
　 

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
１
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
信
州
大
、
静
岡
大
、
愛
知
教
育
大
、
奈
良

女
子
大
、九
州
大
、静
岡
県
立
大
な
ど
に
57
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、青
山
学
院
大
、中
央
大
、法
政
大
、明
治
大
、

立
教
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
５
６
３
人
が
合
格
。

学
校
概
要

土
曜
補
講
や
一
律
の
課
題
を
廃
止

「
生
徒
に
時
間
を
返
す
」
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選
な
ど
の
方
針
が
固
ま
っ
た
。同
時
に
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
そ
の
も
の

に
お
い
て
も
、
１・
２
学
年
団
の
教
師

全
員
が
、
教
科
を
超
え
て
生
徒
の
伴
走

役
と
な
る
な
ど
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
教
師
自
身
も

探
究
学
習
を
楽
し
め
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
し
て
い
っ
た
。

　
土
曜
補
講
を
廃
止
し
、
課
題
の
精
選

を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
自
ら
自

分
に
必
要
な
学
習
を
考
え
、
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
と
、
教
務
課
の
渡
邉

潤
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
全
員
一
律
に
取
り
組
む
課
題
を
減

ら
し
た
分
、
プ
ラ
ス
α
の
位
置
づ
け
の

課
題
を
複
数
準
備
し
て
、
自
分
に
必
要

だ
と
思
っ
た
課
題
を
生
徒
が
選
ん
で
取

り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

校
内
実
力
テ
ス
ト
の
過
去
の
良
問
な
ど

を
印
刷
し
て
、
空
き
教
室
に
置
く
よ
う

に
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
生
徒
が
週
末

課
題
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
教
育
活
動
の
精
選
の
た
め
の

議
論
を
通
じ
て
、「
日
々
の
生
徒
の
様

子
を
じ
っ
く
り
と
見
取
る
時
間
が
も
っ

と
必
要
だ
」
と
い
っ
た
新
た
な
提
案
も

あ
っ
た
。そ
こ
で
、毎
日
始
業
時
に
行
っ

て
い
た
朝
の
職
員
会
議
を
月
曜
日
以
外

は
廃
止
。
担
任
が
す
ぐ
に
教
室
に
行
け

る
よ
う
に
し
た
。

　「
廃
止
や
削
減
ば
か
り
で
は
な
く
、

新
た
に
生
ま
れ
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
多
く
の
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
生
徒
同
士

が
交
流
で
き
る
場
が
必
要
だ
と
、
保
健

体
育
科
の
先
生
方
が
提
案
し
た
球
技
大

会
に
は
、
多
く
の
先
生
方
が
賛
成
し
、

実
現
し
ま
し
た
」（
杉
山
先
生
）

　
毎
朝
５
分
間
の
朝
読
書
を
廃
止
す
る

代
わ
り
に
、
４
月
に
読
書
面
接
週
間
を

新
た
に
設
け
た
。
30
分
間
の
読
書
時
間

中
、
担
任
が
別
の
教
室
で
個
人
面
談
を

行
っ
た
が
、
多
忙
な
４
月
に
生
徒
把
握

の
時
間
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
教
師
た

ち
に
と
て
も
好
評
だ
と
い
う
。
同
週
間

は
秋
、
冬
と
、
年
３
回
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
校
内
研
修
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る

拡
充
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
生
徒
の

あ
ら
ゆ
る
学
び
を
全
方
位
的
に
支
え
る

教
師
集
団
へ
と
成
長
を
図
る
た
め
に
、

学
校
改
革
と
並
行
し
て
、「
教
職
生
涯

を
通
じ
て
学
び
続
け
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、研
修
を
活
発
に
実
施
し
て
い
る
。

21
年
度
は
、「
指
導
と
評
価
」
に
つ
い

て
の
校
内
研
修
を
６
回
実
施
。
22
年
度

か
ら
は
、
校
内
推
進
体
制
を
整
え
、「
探

究
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
に
加
え
て
、
新
た

に
「
授
業
研
究
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
配

置
し
、
学
校
の
中
枢
に
あ
た
る
中
堅
教

師
が
そ
の
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
校
内
研
修
は
、
や
や
も
す
る
と

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
情
報
提
供
に
な
り
が

ち
で
、
参
加
す
る
私
た
ち
も
受
け
身

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
教
師
同
士
が
日
々
の
授
業
を
土
台

に
、
公
開
授
業
や
相
互
参
観
な
ど
を
通

し
て
授
業
研
究
を
進
め
、
指
導
と
評
価

を
テ
ー
マ
に
し
た
対
話
型
の
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
同
僚
性
を
高
め
な
が

ら
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
授
業
研
究
推
進
リ
ー

ダ
ー
・
渡
邉
先
生
）　

　
21
年
度
の
研
修
に
つ
い
て
、
渡
邉
先

生
は
、「
教
科
の
枠
を
超
え
て
、
先
生

方
が
研
修
の
後
も
ず
っ
と
話
し
込
ん
で

い
た
」と
振
り
返
る
。自
分
た
ち
の
日
々

育成を目指す資質・能力の観点からの各教育活動の点検図２

※学校資料を基に編集部で作成。

担
当

時
期
（
月
）

各教育活動

対象 グランドデザインに掲げた「育成を目指す資質・能力」との関係

1
年

2
年

3
年

職
員

中
学
生
・
保
護
者

主
体
性

思
考
力

情
報
収
集
能
力

自
己
管
理
能
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

表
現
力

分
析
力

自
己
実
現
能
力

実
践
力

人
間
関
係
形
成
力

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

社
会
参
画
意
識

論
理
性

合
計

教務 4 新入生オリエンテーション
総務 4 避難訓練
教務 4 初期指導
生徒 4 対面式　部紹介等

「育成できる」を１点、 「特に育成できる」を２点と点数化し、
全教師の点数の合計を一覧化

学
び
続
け
る
教
師
集
団
を
目
指
し
、

校
内
研
修
を
拡
充
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の
実
践
を
題
材
に
し
た
こ
と
で
、
ベ
テ

ラ
ン
教
師
と
若
手
教
師
が
自
校
の
生
徒

の
姿
を
念
頭
に
闊
達
に
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
授
業
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
ベ

テ
ラ
ン
教
師
が
若
手
教
師
に
意
見
を
求

め
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　
21
年
度
の
他
校
視
察
の
報
告
の
際

は
、
他
校
の
取
り
組
み
を
自
校
の
生
徒

に
落
と
し
込
ん
で
語
り
合
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
た
と
杉
山
先
生
は
語
る
。

　「
全
体
に
向
け
て
の
報
告
の
場
だ
け

で
な
く
、
職
員
室
で
の
雑
談
の
中
で

も
、
視
察
を
通
じ
て
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
、
先
生
方
に
率
直
に
話
す
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。
他
校
の
実
践
に
つ
い

て
、
視
察
し
て
き
た
私
た
ち
が
、『
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
』『
本
校

も
こ
う
す
べ
き
だ
』
と
い
っ
た
調
子
で

紹
介
し
続
け
る
と
、
聞
い
て
い
る
先
生

方
は
、『
本
校
と
は
教
師
の
人
数
が
違

う
』『
あ
の
学
校
は
特
別
な
予
算
が
あ

る
か
ら
』
な
ど
と
言
っ
て
、
受
け
入
れ

た
く
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、雑
談
の
中
で
、『
あ

れ
は
大
変
だ
よ
ね
』
な
ど
と
こ
ぼ
し
、

『
で
も
、
や
っ
た
方
が
よ
い
と
は
思
う

ん
で
す
よ
ね
』な
ど
と
語
っ
た
こ
と
で
、

全
員
が
少
し
ず
つ
、『
何
と
か
し
よ
う
』

と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
け
た
の

で
し
ょ
う
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
だ
け
で

は
な
く
、
雑
談
の
中
で
も
正
直
な
思
い

を
語
り
合
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
重
要

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
学
校
を
教
師
が
学
び
続
け
る
場
と
す

る
た
め
に
は
、
校
内
で
の
教
師
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て
重
要
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
教
師
同
士

が
語
り
合
う
機
会
の
十
分
な
確
保
は
困

難
だ
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
伊
藤
副
校

長
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
師
向
け
の
学

校
便
り
「
し
の
の
め
だ
よ
り
」
を
発
刊

し
て
い
る
（
図
３
）。
各
学
年
の
探
究

学
習
の
進
捗
状
況
や
各
教
師
の
授
業
改

善
の
取
り
組
み
を
見
え
る
化
し
、
校
内

の
情
報
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
若

手
を
始
め
と
す
る
全
教
師
の
目
線
を
合

わ
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ
。「
し
の
の

め
だ
よ
り
」
で
は
、
伊
藤
副
校
長
が
他

校
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
得
た
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
な
ど
も
紹
介
し
て
い

る
。

　「
伊
藤
副
校
長
が
自
ら
本
校
の
取
り

組
み
を
取
材
し
て
記
事
に
し
て
お
り
、

様
々
な
実
践
を
知
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
伊
藤
副
校

長
の
視
点
を
借
り
て
授
業
実
践
を
読
み

解
く
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
学
び
は
多

く
、
学
校
全
体
の
方
針
を
具
体
的
な
授

業
と
結
び
つ
け
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
」（
渡
邉
先
生
）

　
２
年
目
に
入
っ
た
改
革
に
つ
い
て
、

清
水
校
長
は
、「
成
果
を
検
証
し
て
い

く
の
は
こ
れ
か
ら
」
と
断
っ
た
上
で
、

「
先
生
方
の
表
情
は
確
か
に
明
る
く

な
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
今
ま
で
は
、
多
く
の
教
育
活
動
を
こ

な
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
れ

ど
も
、
今
は
一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
が
、

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。仕
事
量
は
大
き
く
減
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
の

内
容
や
質
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
先
生

方
の
心
持
ち
も
変
わ
り
、負
担
感
が
減
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

持
続
可
能
性
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
学
校
が
、
次
代
を
生
き

る
力
を
生
徒
に
育
む
場
で
あ
る
の
な
ら

ば
、
そ
こ
で
働
く
先
生
方
が
主
体
的
に

働
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
改
革
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

教師向けの学校便り「しののめだより」図３

※学校資料をそのまま掲載。

校
内
の
実
践
を
共
有
し
、

安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
風
土
に
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